
香美市まち・ひと・しごと
創生総合戦略

次期総合戦略の策定に向けて

資料①



第2期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略
における進捗状況及び取組について

（令和２年度～令和５年度のふりかえり）
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１ 第２期香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略の構成について

【基本目標１】
地域に根差した産業を振興し、安定した雇用を創出する

《基本的方向》

○ 香美市にある地域に根ざした農林業や地場産業を中心に、若い世代の担い手の確保に重点を

置いた雇用機会の創出に取り組む。

○ 地域に根ざした産業の振興に取り組み、地元の人材の育成・定着を通じて、地域産業を支える

人材の確保を図る。

【基本目標４】
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、
地域と地域を連携する

《基本的方向》

○ 人口減少と少子高齢化が進む地域では、住民同士の支え合いの力が弱まっている。

今後、住み慣れた地域で安心して暮らすために、住民が主体となり、SDGｓの理念に沿って持続可能

な地域づくりを目指していく必要がある。近隣集落や外部人材（学生等）と連携して、女性や高齢者

など誰もが活躍できる地域づくりを進めると共に、集落維持活性化に取り組む事業を推進する。

【基本目標２】
香美市への新しい人の流れをつくる

《基本的方向》

○ ホームページやSNS等を通じて香美市のPRに努める。

○ 移住から定住に結びつけるために、ＮＰＯ法人に業務委託して受入体制強化に繋げていく。

移住希望者に分かりやすい情報源として、官民協働の「香美市移住定住推進協議会」を通じて、

仕事や住居、地域情報や趣味の集いなど多方面な情報を、香美市のポータルサイトに繋ぎ、

移住促進に繋げる。

○ 移住希望者と地域住民の情報を繋ぎ、地域の担い手確保に重点を置いた移住定住促進を行う。

【基本目標３】
子どもを産み育てやすい環境をつくり、若い世代の結婚・妊娠・
出産の希望をかなえる

《基本的方向》

○ 若い世代の結婚への希望をかなえ、安心して子どもを産み育てることができるよう、子育て支援

サービスの充実を図るとともに、地域や関係機関等と連携し地域全体で子育てを支える環境づく

りを推進する。また、保健・教育・福祉等関係機関が連携し、妊娠期からの切れ目のない子育て

支援体制を整備する。

人材還流・人材育成・雇用対策

中山間地域等における「小さな拠点」
（多世代交流・多機能型）の形成

移住の促進

結婚（出会い・結婚支援事業）

基本目標・基本的方向

地域産業の競争力強化

地域防災力の向上

関係人口の創出・拡大

妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

子ども・子育て支援の充実

教育環境の充実

協働による定住の推進

具体的な施策
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香美市 高知県

◆基本目標１ 地域に根差した産業を振興し、
安定した雇用を創出する

◆基本目標４
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する

◆基本目標２ 香美市への新しい人の流れをつくる

◆基本目標３
子どもを産み育てやすい環境をつくり、若い世代の

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

2 基本目標について（目標数値）
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☆数値目標 市外からの移住者数 5年間 115組

年度 R2 R3 R4 R5 4年間総数

就業者数 8人 13人 7人 9人 37人

起業者数 3件 3件 1件 6件 13件

☆数値目標 合計特殊出生率 1.59以上

目標を達成できない見込み

☆数値目標 ・就業者数 5年間 75人

・起業数 5年間 31件

☆数値目標 転入超過数 30人以上

4年間 193組

☆数値目標 ・「小さな拠点」の形成数 3箇所

・地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」

肯定群：小学６年生８０％、中学３年生７０％

〇集落活動センター

【維持】 2件

・美良布地区集落活動センター

・集落活動センターひらやま

【設立検討段階】 1件

・物部地区集落活動センター（仮称）

設立向けた支援を行っている

目標を達成
できない見込み

〇全国学力・学習状況調査

令和5年度

小6 79.6%（全国平均 76.8%）

中3 84.6%（全国平均 63.9%）

・主な取組

香美市の8割を占める山林についての

学習の実施（全小中学校が実施）

既に目標を達成

目標達成見込み

目標達成見込み 目標達成見込み
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2 基本目標（事業別評価）

全体的な評価

◆基本目標１
地域に根差した産業を振興し、
安定した雇用を創出する

◆基本目標４
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する

◆基本目標２ 香美市への新しい人の流れをつくる

◆基本目標３
子どもを産み育てやすい環境をつくり、若い世代の
結婚・出産・子育ての希望をかなえる
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区分 評 価 基 準

Ａ
数値目標の達成が見込まれるもの

→数値目標の達成率（または達成見込率）が100％以上

Ｂ
数値目標の達成がほぼ見込まれるもの

→数値目標の達成率（または達成見込率）が60％以上100％未満

Ｃ
数値目標の達成に向けて十分な進展が見られない見込みのもの

→数値目標の達成率（または達成見込率）が60％未満

Ｄ
総合戦略の取り組み開始時と比べて、数値を改善もしくは維持できなかっ

たもの、または状況を改善できない見込みのもの

全体的な評価として、数値目標の達成が見込ま

れる又はほぼ見込まれる割合が、約7割であり

地方創生の取組が進んできているといえる。

改善が見込まれなかった事業も一定あることか

ら、次期総合戦略には、本年度の評価を踏まえ

て、見直しや取組の加速化を図っていく。

○成果

地場産業の活性化や、新規林業従事者の増加、

観光客の増加等の成果が見られた。

○課題

新規従事者の定着や、新たな産業の創出に向けた

取り組みが必要となる。

○成果

地域拠点の維持や、地域活動等において一定の成果

が見られた。

○課題

今後も、地域拠点や地域活動の維持を進めていく

ために地域組織の育成・維持の支援が必要となる。

○成果

移住体験ツアーや空き家バンクの利用促進等の

移住定住施策において一定の成果が見られた。

○課題

イベントの開催等は社会情勢に左右されるため、

状況に応じた対応が必要となる。

○成果

子育て世帯への経済的支援やファミリーサポートセンター

等の子育て支援拠点の充実に一定の成果が見られた。

○課題

保育士等の人材の確保や、学びの充実に向けた教員

の確保・育成への取組が必要となる。
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◆基本目標１ 地域に根差した産業を振興し、
安定した雇用を創出する

◆基本目標４
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する

◆基本目標２ 香美市への新しい人の流れをつくる

◆基本目標３
子どもを産み育てやすい環境をつくり、若い世代の

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

3 具体的な事業（主な取組）

創業支援

〇鍛冶屋創生塾の運営支援

伝統的工芸品である土佐打刃物を後世に伝えていくため、高知県土佐

刃物連合協同組合が運営する鍛冶屋創生塾と連携するとともに、運営に

対して補助金を交付することで、後継者の確保及び育成を支援する。

現在、令和５年度に第３期生３名が入塾しており、設立と同時に入塾

した１期生３名、令和３年度に入塾した２期生３名は無事卒塾し、５名

は県内の事業所に、１名は創生塾の講師補助として就業している。

R2～R5 鍛冶屋創生塾研修生の人数 9人

人材育成

〇林業担い手対策支援事業

適正な森林整備を推進し、森林の持つ公益的機能を維持増進

させるとともに、市の主要産業である地域林業の活性化を図る

ため、森林の整備を担う林業事業体が実施する新規就業者の雇

用及び就業後の定着につながる事業及び、新規就業者の指導者

確保に係る事業に対し、森林環境譲与税を活用し予算の範囲内

で補助金を交付する。

R2～R5 新規林業就業者 27人

移住促進

〇移住交流体験ツアー委託

移住をコンセプトにした香美市を体験してもらうツアーを開

催することで、香美市の魅力を感じてもらい移住の促進に繋げ

る。コロナ禍であったことから、移住希望者等が参加しやすい

よう、体験ツアーをオンラインで開催し、先輩移住者との対談、

古民家改修、仕事と遊び等の年毎の状況に応じたテーマで実施

した。

R2～R5 市外からの移住者数 179組379人

住まいの確保

〇空き家バンク登録事業

賃貸や売買が可能な香美市内の家屋を「空き家バンク」に登録

し、香美市ホームページを通じて広報する。

また、移住希望者の情報も登録し、家屋所有者と移住希望者の

情報をマッチングさせることで移住定住につなげている。

R2～R5 空き家バンク新規登録件数 50件

防災・減災対策

〇住宅耐震改修事業

〇老朽家屋除却事業

既存住宅の耐震改修の促進を図ることにより、

地震発生時の倒壊等による被害を軽減する。

倒壊や火災により周囲の住民に被害を及ぼす

おそれのある老朽住宅の除却を行う。

R2～R5 住宅耐震改修件数 239件

老朽家屋除却件数 83件

子ども・子育て支援の充実

〇ファミリーサポートセンター事業

乳幼児や小学生の保護者で児童の預かりの援助を受けたい

方（依頼会員）と、その援助を行いたい方（援助会員）との

相互援助活動に関する連絡、調整を行うことにより、地域に

おける育児の相互援助活動を推進し、ひとり親家庭等の支援

など多様なニーズへの対応を図る。

R2～R5 依頼・援助会員の会員数 109人

小さな拠点の形成

〇集落活動センター事業

地域住民が「支え合い活動」や

「経済的な活動」を継続的に実施し

ていくために、集落活動センター設

立に対して、「経済的支援」と「人

的支援」の両面から支援を行う。

R2～R5 既存2箇所の継続、３箇所目の設立支援

教育関係の充実

〇国際バカロレア教育推進事業

国際バカロレア教育のノウハウを活用した組織づくり、授業改

善を図ることで、これからの時代を見据えた教育を実現させる。

令和２年度に大宮小学校、令和４年度に香北中学校が認定校と

なり、今後、9年間で学びと育ちを支えるという視点に立った小中

一貫教育の更なる充実及び探究のモデル地区として実践を広く発

信していく。

R2～R5 大宮小・香北中が認定校となる

集落活動センター美良布 集落活動センターひらやま

～
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◆基本目標１
地域に根差した産業を振興し、
安定した雇用を創出する

◆基本目標４
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する

◆基本目標３
子どもを産み育てやすい環境をつくり、若い世代の
結婚・出産・子育ての希望をかなえる

3 具体的な事業（課題）

6

・鍛冶屋創生塾の卒業後の操業場所や金銭的な支援体制が必要

・提供可能な空き店舗の不足

・企業の受け入れ体制の整備

・就農相談会等での積極的な事業のPR

・林業の担い手育成及び定着が課題

・婚活イベントの参加者ニーズに沿ったイベントの実施

・加配保育士の不足

・放課後子ども教室の一体型サービスの実施

・学びを保障するための教員の育成

・新規不登校児童生徒の減少に向けた取組

◆基本目標２ 香美市への新しい人の流れをつくる

・イベント等は社会状況に左右されやすい

・コロナ禍を経て地域活動や学生活動が縮小している

・移住相談等への対応にかかる人員不足

・各種イベントの継続的な実施が必要

・自主防災組織の活性化

・探求的な学びを通して、よりよく問題を解決していく児童の育成

・小中高等学校と大学の交流機会の創出

・地域における学生活動の縮小

各個別事業における課題


